南病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・リーダーの際に、退院がある場合病棟の病床管理だけでなく、入退院予定日入力の方も都度更新する様にして下さい。
・レンタルの車椅子の部品は、Ｂユニットキャビネットへ保管してあります。
＜患者様連絡事項＞
・中島　モト様～有料老人ホーム「いちばん星」へ入所の為、退院となっている。
・土嶺　晴子様～15時、外泊より帰院されている。
・大島　くに、川口　ヨネ様～4/15　16時、南山苑訪問調査実施予定。
＜部屋移動＞
・坂本　榮子様～C－206→B－102号室へ移動となっている。
＜要注目患者様＞
・丹崎　禮子様～バイタルサイン異常無し。夜間不眠で経過するも、日中も体動活発に見られている。点滴トラブルは無い。
・庭田　リチ様～昨日排便に固着した訴え聞かれていたが、本日は訴えなく経過。
・大石　イト様～食事は介助にて2/3～全量摂取している。危険行為なく経過。
・田沼　清子様～他者へのつきまといあるも、過度となる事はない。介入に対する易怒性無し。
・松森　英作様～徘徊は変わらず見られている。腰痛の訴えあるも自制内で経過。
・久慈　昭様～立ち上がり等の危険行為はない。疎通も良好で、対面時落ち着いている。
・石田　利雄様～食事に集中できずに介入要している。介入に対し易怒性はないが、まとまりない発言聞かれ疎通困難。
＜馬渡Ｄｒ診察＞
・平濱　カネ様～最近活気の無さ目立っている為、ブロナンセリン2T→1Tに減量、他同内容で7日分処方。
・丹崎　禮子様～4/10より精神薬内服開始の指示。バルプロ酸(600)→(400)に減量、スルピリド止め。他同内容で7日分処方。

＜船場Ｄｒ診察＞
・中市　正治様～不整脈ある為、心電図実施している。また徐脈あり、酸化マグネシウム内服による高マグネシウム血症の可能性も考えられる為、本日より酸化マグネシウム中止の指示。また採血指示あり、実施している。
＜転入患者様情報＞
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（東病棟合併症室→南病棟  ユニット）

転出日：R3年　4月8日

患者様氏名 北村 イウ子  　様  担当主治医　：　金　泰徳

 刺身、寿司が好き

 無

入院年月日 令和2年12月28日　（1回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：　妄想性障害  身体合併症　：　アルツハイマー型認知症、骨粗鬆症、肺炎、経口摂取困難、発熱、胃炎

備考

・H27年にあおぞらクリニック初診。デイケアも利用していたが、認知機能の低下に伴い、独語や暴言、妄想症状が

活発となり終了と再開を繰り返している。

・R1.12.8より、グループホーム「クローバー」へ入居。R2年3月には、易怒性・粗暴性、興奮、苛々感で他者トラブル

あり、薬剤調整を行い、活力低下や食思不審が出現。

・令和2年11月22日転倒により、胸椎骨折。安静保持できず大声をあげる状態が持続。ADLの低下も認められてい

た。その後、薬剤調整するも活動性の低下や振戦、食思不振が出現。施設での対応が困難とのことで、R2.12.28当

院初診し、当院1回目の入院となる。(入所していた施設内でコロナ感染あり入院後１４日間隔離対応し、PCR検査

にて感染なしを確認している。）



夫：　　　　　　　　　　　　　50代で離婚

長男：　　　　　　　　　　　 事故死している

長女：松村広美様（46）　主援助者　八戸市在住　酒井精密工業勤務

次男：宏昭様（45）　　　　長野県在住　不規則な勤務形態であるとのこと

・入院後は肺炎にて輸液、抗生剤使用で軽快。その後も時々発熱あるも水分補給とクーリングで対応。

・食事全介助、粥ハーフ食キザミ。1/4～全量摂取。嚥下困難なし。咀嚼に時間を要す。

・要介護１（有効期限R４．１０．３１）

・インフルエンザワクチン不明



最終排便（令和3年4月8日）

精神症状 易怒性の亢進、暴言などの認知症周辺症状

問題行動 介護抵抗、ADLの低下

処遇制限 特になし

 全介助

 

最終入浴日（令和3年4月6日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

グループホームに戻る事が出来る。

グループホーム「クローバー」は一時退所となっている。

現在の処置 精神療法、薬物療法、食事療法、バイタル測定、全身状態の観察、日常生活援助、保清、体位交換

ADL


